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プラン・スポンサーシップ

チャイルドへの手紙に関する
お悩みにお答えします！

新たな対象地域で
プロジェクトを開始しました！

（ベトナム）

特集

国際ガールズ・デー
「早すぎる結婚」のいま
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2
0
2
5
年
8
月
、
横
浜
で
開
催
さ

れ
た
第
9
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
T
 

I
C
A
D 

9
）で
の
プ
ラ
ン
主
催
イ
ベ

ン
ト
に
登
壇
す
る
た
め
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
か
ら
プ
ラ
ン
・
ユ
ー
ス
の
フ
ァ
テ
ィ

マ
さ
ん
が
来
日
し
ま
し
た
（
詳
細
は
13

頁
）。
紛
争
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域

に
住
む
彼
女
に
、
身
の
回
り
で
の
「
早

す
ぎ
る
結
婚
」
の
実
情
を
聞
き
ま
し
た
。

―
―
あ
な
た
の
周
り
で
早
す
ぎ
る
結
婚

を
し
て
い
る
人
は
い
ま
す
か

フ
ァ
テ
ィ
マ
：
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
全
体
に

つ
い
て
話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

私
の
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
18

歳
未
満
の
女
の
子
の
10
人
に
6
人
く
ら

い
が
結
婚
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
何
人
か
は
す
で
に
母
親
に

な
っ
て
い
ま
す
。
女
の
子
が
自
分
か
ら

結
婚
を
望
ん
で
家
族
に
紹
介
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
れ
ば
、
親
や
親
族
な
ど
か
ら
結

婚
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
場
合
な
ど
、

結
婚
に
至
る
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

―
―
早
す
ぎ
る
結
婚
を
し
た
女
の
子
た

ち
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
ま
す
か

フ
ァ
テ
ィ
マ
：
結
婚
し
た
女
の
子
た
ち

の
多
く
は
教
育
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
妊
娠
し
た

場
合
、
家
事
や
子
育
て
な
ど
が
あ
り
、

学
び
の
機
会
や
働
く
機
会
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
プ
ラ
ン
や
行
政

な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
に
よ
り
、
早
す

ぎ
る
結
婚
の
数
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、ど
ん
な
未
来
を
望
み
ま
す
か

フ
ァ
テ
ィ
マ
：
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
復
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
教
育
に
よ
り
ス
キ
ル
と
自
信
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
な

お
、
私
の
よ
う
な
機
会
や
励
ま
し
を

待
っ
て
い
る
何
百
万
も
の
女
の
子
が
い

ま
す
。
す
べ
て
の
女
の
子
が
状
況
に
関

係
な
く
学
び
、
成
長
し
、
成
功
す
る
機

会
を
持
て
る
世
界
に
な
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
、U

N
W

om
en

、
ユ
ニ
セ

フ
が
2
0
2
5
年
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー

ト※
１

に
よ
る
と
、
こ
の
25
年
で
児
童
婚

率
は
25
％
か
ら
19
％
に
減
少
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
で
は
、
目
標
5
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
達
成

の
た
め
に
2
0
3
0
年
ま
で
に
早
す
ぎ

る
結
婚
を
な
く
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
残
り
あ
と
5
年
で
道
の
り

は
ま
だ
半
ば
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
早
す
ぎ
る
結
婚
根
絶
の
た
め
の
地
域

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
地
域
は
、
家
父
長
制
社
会
が
根

強
く
、
女
の
子
の
主
体
性
、
自
立
性
、

社
会
参
加
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限

さ
れ
が
ち
で
す
。
プ
ラ
ン
は
女
の
子
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
む
け
た
取
り
組

み
や
、
ユ
ー
ス
主
導
で
の
参
画
促
進
な

ど
に
よ
り
、
現
地
の
人
々
、
特
に
若
者

が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、「
ユ
ー
ス
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

で
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
声
を
あ

げ
る
若
者
を
支
援
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
原
則
、
多
様
な
事
例

や
参
考
に
な
る
出
版
物
な
ど
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
能
力

向
上
を
支
援
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
も
開
設
予
定
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
国
で
あ
る

ネ
パ
ー
ル
は
、
早
す
ぎ
る
結
婚
の
割
合

が
最
も
高
い
国
の
一
つ
で
す
。
プ
ラ
ン

は
こ
れ
ま
で
に
女
の
子
の
就
学
支
援

や
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

（
S
R
H
R
）
の
啓
発
活
動
、
若
者
の

自
立
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

た
地
域
で
は
、
2
0
2
0
年
に
58
％

だ
っ
た
児
童
婚
率
が
、
2
0
2
4
年

に
は
23
％
に
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す※

２
。

　
プ
ラ
ン
は
、
現
在
も
マ
デ
シ
州
で

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
た
め
の
教

育
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
社
会
規
範
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を

変
え
て
い
く
の
は
、
長
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
早
す
ぎ
る
結
婚

の
撲
滅
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

統
括
事
務
所
は
2
0
3
0
年
ま
で
に

児
童
婚
を
根
絶
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

インタビューに答えるファティマさん

早すぎる結婚について話し合う女性たち（ネパール）

ユース・アクション・
プラットフォームのウェブサイト
https://youthactionplatform.org/

児童婚率
（18歳未満で結婚／婚姻関係に
あった20〜24歳の女性）

2020年

プロジェクト実施地域の
児童婚率（ネパール）

「早すぎる結婚」のいま
国際ガールズ・デーに考える

10月11日は国際ガールズ・デー。
「女の子の権利」や「女の子のエンパワーメント」の促進を、広く国際社会に呼びかける日です。

プラン・インターナショナルは、18歳未満で結婚を強制される「早すぎる結婚（児童婚）」について、
子ども、特に女の子の権利侵害であるとして、その防止にむけて多角的に活動してきました。

その成果や取り組みについて振り返るとともに、改めてこの問題について考えます。

※1女の子のゴール:思春期の女の子の権利を めぐる環境はどう変化したか? 過去30年の軌跡（2024）
※2 Plan International Nepal, Technical Brief Preventing Child, Early and, Forced Marriage Project (2024)

プ
ラ
ン
・
ユ
ー
ス
に
聞
く

「
早
す
ぎ
る
結
婚
」の
現
状

（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）

25
年
の
成
果

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
成
果

ア
ジ
ア
で
の「
早
す
ぎ
る
結

婚
」撲
滅
の
た
め
に

1998年

25％

2023年

19％

2024年

58％

23％

国際ガールズ・デーイベント
PLAN GIRLS MOVEMENT 2025～未来のチカラになる言葉～ 

　女の子のリーダーシップや、ジェンダー課題の解決へ
の働きかけを目指し、「言葉のチカラ」をテーマにした
イベントを開催します。
　ステージでは、人生の転機が多いU25世代の女の子が
抱えるモヤモヤについて、知識人や著名人、企業の方々
のトークや女性ラッパーによるパフォーマンスで、言葉
のチカラを体感する場となります。
　また、会場でおこなわれるインフルエンサーによるチャ
リティバザーや国際ガールズ・デーに関する展示はど
なたでもご参加いただけます（申込不要）。 詳細はこちら

日時： 2025年10月8日(水) 
場所：スパイラルホール(東京・表参道) 
時間（会場）： 15:00～19:30（申込不要） 

【ステージのみ申込みが必要です】
募集人数：50名（25歳以下の女の子、先着順） 
時間（ステージ）：16:00～18:30 (要申込) 
締め切り：2025年10月6日（月）17:00まで

早すぎる結婚（児童婚）が
起こる背景

● 貧困
● 伝統・慣習
● 法律の未整備
● 名誉のため
● つらい暮らしから逃れるため

● 教育の機会を失う
● 「早すぎる妊娠」の危険
● 配偶者や家族による暴力・虐待

早すぎる結婚（児童婚）の
問題点

A u t u m n  2 0 2 5  N o . 1 3 0
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子どもたちが直面する課題や不平等の原因を解決 活動報告

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

18
歳
未
満
の
結
婚
と
出
産

　
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
テ
ィ
エ
ン
ク
ア
ン
省※

や
ラ
イ
チ
ャ
ウ
省
に
お
い
て
、
こ
の
地
域

に
多
く
住
む
モ
ン
族
が
18
歳
未
満
で
結
婚

す
る
割
合
は
51
・
5
％
と
国
内
で
最
も
高

く
、
18
歳
未
満
の
女
性
の
出
産
件
数
も
全

国
平
均
の
2
・
5
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
住
む
少
数
民
族
の
多
く
の

家
庭
で
は
、
娘
を
早
く
結
婚
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が

農
畜
産
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
貧
困

か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
毎
年
、

家
族
か
ら
1
名
の
み
参
加
で
き
る
職
業
訓

練
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
男
性
の
参
加

が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
女
性
が
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
山
岳
地
帯
で
交
通
の
便
が
悪

く
、
啓
発
活
動
や
支
援
が
行
き
届
き
に
く

い
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
数

も
不
足
し
て
お
り
、
教
育
の
質
も
不
十
分

で
す
。
卒
業
後
の
就
職
機
会
も
限
ら
れ
る

た
め
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
途
中
で
学

業
を
あ
き
ら
め
、
働
く
か
結
婚
す
る
道
を

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

　
こ
の
地
域
で
は
、
通
学
に
2
～
3
時
間

か
か
る
と
い
う
状
況
も
珍
し
く
な
く
、
小

学
校
低
学
年
か
ら
寮
で
暮
ら
す
子
ど
も
が

大
半
で
す
。
し
か
し
寮
で
は
、
シ
ン
グ
ル

ベ
ッ
ド
を
2
、
3
人
で
使
う
た
め
十
分
な

睡
眠
が
と
れ
な
い
、
お
湯
が
使
え
な
い
た

め
冬
季
は
身
体
を
清
潔
に
保
て
な
い
な
ど
、

安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
6
歳
頃
か
ら
親
元
を
離
れ

る
た
め
、
月
経
や
思
春
期
の
身
体
の
変
化
、

こ
こ
ろ
の
問
題
な
ど
を
相
談
で
き
る
大
人

が
限
ら
れ
ま
す
。
異
な
る
民
族
の
場
合
、

言
語
や
文
化
の
違
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
教
員
に
相
談
す
る
の
も
難
し
い
状
況
で

す
。
結
果
と
し
て
早
す
ぎ
る
結
婚
や
妊
娠

に
至
り
、
中
途
退
学
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
抱
え
、
自
死
を

選
ぶ
子
ど
も
た
ち
も
い
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
生
か
し
て

　
2
0
2
4
年
6
月
ま
で
実
施
し
て
き
た

「
早
す
ぎ
る
結
婚
の
防
止
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、「
結
婚
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら

が
よ
い
」
と
考
え
る
未
婚
の
子
ど
も
や
若

者
の
割
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
の

37
％
か
ら
終
了
時
に
は
92
％
へ
と
大
き
く

改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
計
を
管
理
す

プラン・グローバルサポーター

る
女
性
は
44
％
か
ら
96
％
へ
と
2
倍
以
上

に
増
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
支
援
の
対
象
地

域
を
変
更
し
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

対
象
を
小
中
学
生
や
教
員
に
絞
り
、
よ
り

早
い
段
階
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境

の
改
善
と
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と

権
利
（
S
R
H
R
）
の
知
識
向
上
を
図
り

ま
す
。

　
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
の
寮
・
水
衛

生
設
備
の
新
設
や
修
繕
、
教
員
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
で
き
る
保
健
室
の
修
繕
、

S
R
H
R
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
、
地

域
住
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
、
教
育
環
境

と
人
々
の
意
識
の
両
方
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
び
、
自
分
の
未
来
を
自
分
で
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

プランの活動に参加する子どもたち

寮で生活する女の子たち

ティエンクアン省の風景

ベッドを共有して寮で生活する子どもたち

「結婚は大人になってからがよい」と考える
未婚の子どもや若者の割合

「早すぎる結婚の防止」プロジェクト 

新たな対象地域で
プロジェクトを開始しました！​
2025年4月よりベトナムで開始した新しいプロジェクトについてご紹介します。
これは2024年6月まで実施していた「早すぎる結婚の防止」の後継プロジェクトです。
これまでの成果を生かし、新たなコミュニティで活動を展開していきます。

ベトナム

※2025年7月、行政区分変更によりハザン省より名称変更

　2025年5月からベトナムに駐在し、本プロジェクト
を担当しています。これまでは生計向上など多様なア
プローチで「早すぎる結婚の防止」に取り組んできま
したが、今回はSRHRの教育、寮や保健室の整備を通
じて、このテーマに取り組みます。対象コミュニティ
で、母親たちに「月経について子どもに教えています

か？」と尋ねたところ、恥ずかしそうに口をつぐむ姿
が印象的でした。プロジェクトを通じて、子どもたち
がジェンダー平等やSRHRについて自信をもって話せ
るようになること、そして望まない早すぎる結婚や妊
娠をなくすことが目標です。引き続き、皆さまの温か
いご支援をよろしくお願いいたします。

教育環境を整えることが早すぎる結婚の防止につながる
プログラム部 水上友理恵 職員

0

20

40

60

80

100

プロジェクト実施前
（2021年）

37％

プロジェクト実施後
（2024年）

92％

（％）
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実話をもとにしたストーリー 活動報告2

プラン・
スポンサーシップ
についてはこちら

67

0
2
0
年
に
開
始
し
た
「
移
動

図
書
館
」
は
対
象
地
域
を
拡
大

し
、
教
育
省
や
学
校
と
連
携
を
深
め
、

こ
れ
ま
で
に
2
万
人
以
上
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
の
子
ど
も
た
ち
に
学
び
と
参
加
の
機

会
を
運
ぶ
「
移
動
図
書
館
」
は
プ
ラ

ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
の
ご
支
援
者

の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
の
マ
ル
シ
ア
は
、
8
歳
の
と

き
か
ら
「
移
動
図
書
館
」
を
利

用
し
て
い
ま
す
。「
最
初
は
あ
ま
り
字

が
読
め
な
か
っ
た
け
ど
、
カ
ラ
フ
ル
な

絵
を
見
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
し
、
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
る

物
語
に
耳
を
傾
け
る
時
間
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

13

歳
の
ソ
フ
ィ
ア
は
家
事
や
き
ょ

う
だ
い
の
世
話
の
た
め
、
な
か

な
か
学
校
に
通
え
ず
、
い
ま
も
小
学
校

で
学
ん
で
い
ま
す
。
ソ
フ
ィ
ア
の
よ
う

に
家
庭
の
事
情
で
学
習
が
遅
れ
た
り
、

中
途
退
学
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、「
移
動
図
書
館
」
は
学
校

の
教
科
書
も
積
ん
で
い
ま
す
。「
移
動

図
書
館
が
来
る
た
び
に
、
分
か
ら
な
い

こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
や
友
だ
ち
に
聞
い
て

勉
強
し
て
い
ま
す
」

テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
国
土
の
大
半

が
山
岳
地
帯
か
ら
な
る
小
さ
な

国
で
す
。
特
に
プ
ラ
ン
の
活
動
地
域
は
、

道
路
や
電
気
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

が
十
分
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
幼
児
教

育
も
十
分
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
プ
ラ

ン
は
幼
稚
園
の
建
設
や
保
護
者
む
け
の

子
育
て
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
機
会
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

東14

2
こ
で
、
動
き
出
し
た
の
が
「
移

動
図
書
館
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。「
移
動
図
書
館
」
は
、
車
に
本
を

の
せ
て
貸
し
出
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
プ
ラ
ン
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
も
同
時
に
行
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
動
に

参
加
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ

illustration by Noriyuki Goto

「移動図書館」が支える
学びの機会
東南アジアにある東ティモールは、2002年に独立した、18歳未満の人口が
約半数を占める若い国です。東ティモールが抱える課題の一つに
教育機会の不足があります。プランは教育省と連携し、「移動図書館」を通じて
子どもたちに学びの機会を提供しています。

東ティモール

　私たちが実施する「移動図書館」プログラムは、農
村地域に住む子どもたちへ質の高い教育へのアクセス
を提供し、子どもたちだけでなく親子での読書習慣を
育んでいます。このプログラムは、特に教育の機会が
限られている地域において、生涯にわたる読書と学び
を促進するための重要なツールとなっています。

　日本のスポンサーの皆さまからのご支援は、東ティ
モールの子どもたちが学び、成長し、繁栄する未来を
作ることにつながっています。あなたの寛大で継続的
なご支援に心から感謝申し上げます。これからも東テ
ィモールの子どもたちを見守ってください。

スポンサーの皆さまへ
プラン・東ティモール 移動図書館プログラム責任者 マリア・サルメント 職員

プラン・スポンサーシップ



「点」ではなく、「面」の支援で総合的な解決に導く Vol.22

❶マイ・プラン・ページにログイン
❷「手紙を書く」をクリック
❸手紙送信フォームで、「便箋」を選び、本文を入力（文例を選んでもOK!）

プラン・スポンサーシップ

チャイルドへの手紙に関する
お悩みにお答えします！

2025年5月4日よりセキュリティ強化のため、マイ・プラン・ページのIDとパスワードの条件を変更しました。
それに伴い、チャイルドへの手紙送信にはマイ・プラン・ページのログインが必要となりました。
今回は、最近よくお問い合わせいただく、チャイルドへの手紙に関するお悩みに回答します！

※手紙送信フォームが使えない場合は、事務局あてにお
手紙を郵送するか、以下までご連絡ください。
※写真の添付ができない場合は、本文を手紙送信フォー
ムから送っていただき、写真は以下までお送りください。
支援者窓口　レター担当：letter@plan-international.jp

　毎日の生活や、家族など、日常について
知りたいチャイルドが多いようです。自分
のことを書くと同時に、チャイルドに簡単
な質問をしてみてはいかがですか？チャイ
ルドのお誕生月にバースデーの便箋を送る
だけでも喜ばれます。

　 送 る 方 法 は カ ン タ ン で す。 手 紙 送 信
フォームにある「写真の添付（任意）」から、

「ファイルを選択」をクリックして、スマー
トフォンやパソコンに保存してある写真の
データを選んでください 。写真の説明を
お手紙の本文に入れていただくと、チャイ
ルドにもわかりやすいです。チャイルドが
まだ小さい場合は、絵やイラストを送るの
もおススメです。

　パスワード設定ページからSP（スポンサー）番号、メールアドレスを入力し、パ
スワードを（再）発行してください。詳しくは登録方法の動画をご覧ください。

何を書いたらいいかわからない

絵や写真を送りたいが、方法がわからない

マイ・プラン・ページにログインできない

チャイルドへの
手紙の送信方法

手紙送信フォームには、たくさんの例文や便箋がそろっていますので、
ぜひご活用ください！

回答：メッセージは短くてOK！
身近な話題と質問で
会話のキャッチボールを続けましょう。

回答：手紙送信フォームの写真のアップロードを活用しましょう。

回答：新パスワードの設定は完了していますか？
登録方法の動画は
こちら

「チャイルドへの手
紙」に関するヒント
や注意事項はこちら

動画で分かる
「チャイルドへの手紙

の送り方」はこちら 

お悩み3

お悩み1

お悩み2

8歳のお誕生日

おめでとう！

日本では、ごはんとお味噌
汁、お魚などをよく食べま
す。便箋のイラストのよう
な食事です。あなたが好
きな食べ物は何ですか？

日本からこんにちは！今は、

月がきれいにみえるので「お

月見」の季節です。月の模

様がウサギにみえるともい

われています。あなたは何

の模様に見えますか？

例

知育レターキャンペーン　
約 1,000 件のお手紙を送りました！

実際にチャイルドが完
成させた「雪だるま」

私はペットの小鳥と遊ぶの
が好きです。ペットの写真
を送りますね。あなたが
好きな動物は何ですか？

例

プラン・スポンサーシップで
ご支援の皆さま
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　2025年1月から約1カ月実施した

知育レターキャンペーン。数字の順

番に線をつないでいくと「雪だるま」

ができあがるという知育レターには、

約1,000件のご参加があり、たくさ

んのチャイルドから回答が寄せられ

ました。

　雪を知らない地域のチャイルドか

らは想像力豊かな回答も。「雪だるま」

以外で多かった回答は「熊のぬいぐ

るみ」「アヒル」など。ディズニーの

キャラクター名を答えたチャイルド

もいたほか、雪だるまの絵を描いて

送ってくれたチャイルドもいました。

　今後もさまざまな企画を展開して

いきますので、ぜひご参加ください！



プランを支える企業の声

株式会社サザビーリーグ

ひとつのプロジェクトを
複数の方々と一緒に支援

Vol.9

お土産の「きやまかるた」について子どもたちに
説明しました

Kさんが支援した

「トーゴの小学校の教育環境を整えるプロジェクト」とは？
　雨が降ると授業を中止せざるを
得なかった学校に、安全で天気に
左右されない教室と男女別トイ
レ、井戸を建設したほか、備品や
遊具などを提供。教師用宿舎も建
設し、安定した教師の確保にも寄
与しました。 プロジェクト実施前の校舎 完成した教室で学ぶ子どもたち

初めてトーゴを
訪れたKさん

A u t u m n  2 0 2 5  N o . 1 3 0 1011

未来をつくるパートナー

企業連携

Vol.23

ジ
ュ
エ
リ
ー
生
産
地
の

イ
ン
ド
に
貢
献
し
た
い

　
サ
ザ
ビ
ー
リ
ー
グ
は
、
２
０
１
８

年
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

A
RTID

A

 O
U
D

（
ア
ル
テ
ィ
ー

ダ 
ウ
ー
ド
）
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
放
つ
煌

め
き
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
（
内
包
物
）
の
あ
る
石

も
積
極
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
貢
献
活
動
を
商
品
開
発
に

組
み
込
ん
で
い
る
の
も
特
徴
で
、
プ

ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の

関
わ
り
も
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー

に
賛
同
し
、
毎
年
ピ
ン
ク
の
石
を

使
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
発
売
。さ
ら
に
、２
０
１
９
年
か
ら

“I am
” D
onation

®

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
対
象
ア
イ
テ

ム
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、
プ
ラ
ン

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
に
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
で
、
イ
ン
ド
北
東
部
・
ビ

ハ
ー
ル
州
に
6
つ
の
幼
稚
園
教
室
を

設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
４

年
に
は
、
新
た
に
6
つ
の
教
室
を
建

設
し
、
子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
場
を

ジュエリーを楽しむことで
広がる支援の輪 PR & Promotion Coordinator  

瀬川紗映子さん

プロジェクトで建 設され
た幼稚園

プランの支援者がデザインした
“I am” Donation bracelet 

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ル
テ
ィ
ー
ダ 
ウ
ー
ド
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
多
く
は
イ
ン
ド
・
ジ
ャ
イ

プ
ー
ル
で
制
作
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
イ
ン
ド
へ
の
還

元
に
つ
な
が
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び

で
す
。

　
今
年
9
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
た

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は
、
お
客
様
か
ら
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
、
多
く
の
ア
イ
デ

ア
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
、
実
際
に

ジ
ュ
エ
リ
ー
と
し
て
形
に
し
た
も
の

で
す
。
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
た
方
は
、
な
ん
と
プ
ラ
ン
・
ス
ポ

ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
女
の
子
支

援
を
行
っ
て
い
る
方
で
し
た
。
改
め

て
、
プ
ラ
ン
と
の
深
い
つ
な
が
り
を

感
じ
ま
す
。

自
然
と
寄
付
に

つ
な
が
る
仕
組
み
を

　
お
客
様
に
は
女
の
子
支
援
に
関
心

を
持
つ
方
が
多
い
一
方
で
、「
寄
付

し
た
い
か
ら
買
う
」
の
で
は
な
く
、

純
粋
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
可
愛
さ
に
惹

か
れ
て
購
入
さ
れ
る
方
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
心
か
ら
欲

し
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
作
り
続
け
、
そ
の
結
果
と
し

て
自
然
に
寄
付
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
仕
組
み
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

今
年
の
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー 

イ
ベ
ン
ト
に
も
協
賛
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
言
葉
の
チ
カ

ラ
」
で
す
が
、
支
援
先
の
イ
ン
ド
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
警
察
官
に
な

り
た
い
」「
英
語
が
好
き
だ
か
ら
先

生
に
な
り
た
い
」
と
い
っ
た
純
粋
な

言
葉
で
夢
を
語
る
姿
に
、
大
き
な
力

を
感
じ
ま
す
。
幼
稚
園
の
建
設
を
通

し
て
、
こ
う
し
て
未
来
を
描
く
場
を

作
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

　
“I am

” D
onation

® 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
う
名
前
に
は
、
世
界
中

の
誰
も
が
「
私
が
私
で
あ
る
た
め

に
（=

 I am

）」
と
発
信
し
、
自
分

ら
し
く
活
躍
で
き
る
環
境
が
広
が
っ

て
い
く
よ
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
通
し
て
、
そ
の
思
い

が
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
語
る

言
葉
と
響
き
合
い
、
未
来
を
切
り
拓

く
力
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

支援のさまざまなカタチ

一口100万円
プロジェクト

教
育
こ
そ
平
和
へ
の
鍵

学
校
を
建
る
夢
を
形
に

　
私
は
子
育
て
が
一
段
落
し
た
43
歳

の
と
き
に
看
護
学
校
に
入
学
し
、
卒

業
後
は
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
大
病
で
退
職
。
77
歳
の
現

在
は
行
政
で
働
い
て
い
ま
す
。
経
済

的
に
自
立
で
き
た
こ
と
で
自
由
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
の
経
済
的

自
立
と
教
育
の
重
要
性
を
身
を
も
っ

て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
師
と

し
て
働
く
高
校
時
代
の
同
級
生
と

「
戦
争
の
な
い
世
界
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
教
育
が
何
よ
り
大

切
だ
よ
ね
」
と
語
り
合
い
、
い
つ
か

ア
フ
リ
カ
に
学
校
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
プ
ラ
ン・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
「
一
口
1
0
0
万
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
知
り
、
迷
わ
ず

寄
付
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
直
後
の
大
け
が
で
３
カ
月
間
の
入

院
生
活
。
ア
フ
リ
カ
へ
の
思
い
が
背

中
を
押
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま
し

た
。
長
年
の
夢
が
実
現
し
、
プ
ラ
ン

を
は
じ
め
、
協
力
し
て
く
れ
た
友
人

知
人
、
家
族
や
職
場
の
人
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

ト
ー
ゴ
の
子
ど
も
た
ち
と

感
動
的
な
出
会
い

　
ア
フ
リ
カ
に
は
人
類
発
祥
の
地
と

し
て
以
前
か
ら
強
い
関
心
が
あ
り
、

ぜ
ひ
自
分
の
目
で
学
校
の
様
子
を
見

て
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
渡
航

を
決
意
し
ま
し
た
。
人
生
初
の
一
人

旅
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
と
緊
張

が
入
り
混
じ
る
な
か
、
大
使
館
に
電

話
を
か
け
る
な
ど
、
念
入
り
に
準
備

を
進
め
ま
し
た
。
33
時
間
か
け
て

ト
ー
ゴ
に
到
着
し
た
と
き
、「
あ
あ
、

本
当
に
ア
フ
リ
カ
に
来
た
ん
だ
な
」

と
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
も
っ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

完
成
し
た
学
校
を
訪
れ
た
と
き
の
こ

と
。
子
ど
も
た
ち
の
目
は
き
ら
き
ら

と
輝
き
、
村
長
さ
ん
か
ら
は
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
の

方
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
皆
と

握
手
を
交
わ
し
た
瞬
間
、
こ
の
村
が

こ
れ
か
ら
も
っ
と
良
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
心
か
ら
願
い
、「
遠
く
ま
で

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
の
建
物
は
非
常
に
立
派
で
し

た
。
以
前
の
赤
土
の
校
舎
で
は
、
雨

が
降
る
た
び
に
授
業
に
支
障
が
出
て

い
た
そ
う
で
す
。
新
し
い
学
校
が
で

き
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
べ
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
に
、

私
も
大
き
な
安
堵
を
感
じ
ま
し
た
。

寄
付
を
通
じ
て
得
た

か
け
が
え
の
な
い
経
験

　
よ
く
「
老
後
の
貯
金
が
大
事
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
今
が
一
番
若

い
し
、
死
後
は
お
金
を
持
っ
て
い
け

な
い
の
で
、
で
き
る
と
き
に
寄
付
を

す
る
こ
と
も
大
切
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
寄
付
を
通
じ
て
、
私
の
地
元
の

住
民
が
作
っ
た
「
き
や
ま
か
る
た
」

を
子
ど
も
た
ち
に
渡
す
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
昔
、

学
校
の
先
生
か
ら
「
思
い
出
は
自
分

で
作
る
も
の
だ
よ
」
と
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
ト
ー
ゴ
の
学
校
の
壁
に
自
分
の

名
前
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
自
分
の
名
前
が
ア

フ
リ
カ
の
学
校
に
残
る
こ
と
を
と
て

「今が一番若い」
人生初のアフリカ一人旅
Kさん

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ト
ー
ゴ
訪
問

は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
春
か
ら

は
プ
ラ
ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
で

偶
然
に
も
ト
ー
ゴ
の
チ
ャ
イ
ル
ド
と

の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
交
流
が
楽
し
み
で
す
。



事務局の動きなどをご紹介「『RUN×HOPE』特別対談　
増田明美さん×角田光代さん」を開催

イベント

アドボカシー

ナイジェリアの
ユースが
TICAD9に登壇
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国際 NGO の支援活動
ってどんなもの？

多くの人々の支えと協力からなる
プラン・スポンサーシップ

プ ラ ン 職 員 の 仕 事

見せちゃいます！

Vol.10

私

「1年の歩み」を担当
するボランティアさ
んと渡邊職員（中央）

リレーション開発部

渡邊よし恵 職員

スポンサーとチャイルドの交流をつなぐ、渡邊職員の仕事を紹介します。

が
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
で
働
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
夫
の
駐
在
に
伴
っ
て

訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
経
験
で
す
。

街
中
で
物
乞
い
を
す
る
幼
い
子
ど
も

た
ち
や
、
学
校
に
行
か
ず
路
上
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
を
日
常
的
に
目
に
し

た
の
で
す
。
帰
国
後
、
別
の
支
援
団

体
を
通
じ
て
寄
付
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
寄
付
だ
け
で
な
く
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
プ
ラ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
お

手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
5
年
後
、
職
員
採
用
の
機

会
に
恵
ま
れ
、
今
に
至
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
で
は
、
3
万
人
以
上

の
ご
支
援
者
が
チ
ャ
イ
ル
ド
と
交

流
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
の
成
長
を
伝
え
る
大
切

チャイルドの「1年の歩み」ができるまで

STEP1

STEP2

STEP4

不備がある場合は、
現地事務所に問い合
わせ。ボランティアさ
んが丁寧に写真を照
合します

現地で作成されたデータをダウンロード
個人情報なので、アクセスできるのは限られた人のみ

STEP3

毎年「1年の歩み」がお届けできていることを確認します

日本のプランのシステムに登録 

名前や写真に間違いがないかチェック 

地域の「1年の歩み」とあわせて
発送します

支援者のみなさまへ郵送

な
報
告
書
で
あ
る
「
一
年
の
歩
み
」

を
作
成
し
て
ご
支
援
者
に
お
届
け
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
チ
ャ
イ

ル
ド
の
情
報
や
写
真
に
間
違
い
が
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。
現
地
か
ら
デ
ー
タ
で
届
く

チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
を
1
枚
1
枚
確

認
し
ま
す
が
、
ご
く
ま
れ
に
違
う

チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
が
紛
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
地
域
で
は

多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
実
際
に
チ
ャ
イ
ル
ド
の

暮
ら
す
地
域
に
足
を
運
ん
で
写
真
撮

影
や
デ
ー
タ
の
収
集
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
活
動
地
域
の
通
信
環
境
が

十
分
で
な
か
っ
た
り
、
多
く
の
デ
ー

タ
を
扱
う
た
め
苦
労
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
も
し
間
違
い
が
あ

れ
ば
、
車
で
何
時
間
も
か
け
て
再
度

チ
ャ
イ
ル
ド
の
住
む
地
域
ま
で
正
し

い
写
真
を
撮
り
に
行
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
チ
ェ
ッ

ク
が
最
後
の
砦
だ
と
思
っ
て
、
気
を

引
き
締
め
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代
か
ら
10
年
以

上
ず
っ
と
こ
の
仕
事
を
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、

現
地
の
状
況
も
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
チ
ャ
イ
ル
ド
が

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、

と
現
地
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
家
庭

の
経
済
的
な
事
情
で
学
校
に
は
行
け

て
い
な
い
が
、
代
わ
り
に
プ
ラ
ン
が

勉
強
の
場
を
提
供
し
て
い
た
り
、
両

親
に
生
計
向
上
の
支
援
を
働
き
か
け

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
事
情
を
聞
く
と
、
多
く
の

人
々
の
支
え
と
協
力
が
あ
っ
て
プ
ラ

ン
・
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。 

　
今
後
、「
一
年
の
歩
み
」
を
受
け

取
り
チ
ャ
イ
ル
ド
の
成
長
や
変
化
を

感
じ
た
ら
、
ぜ
ひ
お
手
紙
で
感
想
や

喜
び
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
や
家
族
は
も

ち
ろ
ん
、
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
こ
と
で
、

彼
ら
の
苦
労
も
き
っ
と
報
わ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
プ
ラ
ン
・
ス

ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
に
か
か
わ
る
職
員

全
員
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
8
月
22
日
、
東
京

マ
ラ
ソ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
プ
ラ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
務
め
る
増
田
明
美
さ

ん
と
、作
家
で
プ
ラ
ン
の
支
援
者

で
も
あ
る
角
田
光
代
さ
ん
を
迎
え
、

「
R
U
N
×
H
O
P
E
」を
テ
ー
マ

に
対
談
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

40
人
以
上
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
対
談
で
は
、
プ
ラ
ン
を
通
じ
て

継
続
的
に
活
動
地
を
視
察
し
て
い

る
お
二
人
が
、
現
地
で
の
写
真
を

振
り
返
り
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し

た
。
増
田
さ
ん
が
「
最
初
は
無
表

情
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
走
り

始
め
た
途
端
み
ん
な
笑
顔
に
な
る
」

と
話
す
と
、
角
田
さ
ん
も
写
真
を

見
比
べ
て
「
本
当
に
そ
の
通
り
！
」

と
納
得
。
ま
た
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
視
察
し
た
角
田
さ

ん
は
、
プ
ラ
ン
が
運
営
す
る
識
字

教
室
に
参
加
す
る
若
者
が
「
以
前

は
1
日
中
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た

け
ど
、
今
は
や
る
こ
と
が
あ
る
」

と
話
す
の
を
聞
い
て
、
読
み
書
き

が
で
き
な
け
れ
ば
未
来
を
考
え
る

こ
と
も
難
し
い
と
し
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、「
チ
ャ
イ
ル

ド
か
ら
『
夢
は
兵
士
に
な
る
こ

と
』
と
い
う
手
紙
が
き
た
が
、
ど

う
返
事
を
す
べ
き
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
角
田
さ
ん
は
「
戦
時

中
の
日
本
の
教
育
を
考
え
る
と
回

答
は
難
し
い
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
が
あ
る
よ
、
と
伝
え
て

み
て
は
」
と
回
答
す
る
な
ど
、
参

加
者
と
の
距
離
も
近
く
、
和
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
外
務
省
主
催
の
第
9
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D
9
）

に
お
い
て
、
プ
ラ
ン
は
2
0
2
5

年
8
月
20
日
、
公
式
テ
ー
マ
別

イ
ベ
ン
ト
「
危
機
状
況
下
に
お

け
る
教
育
支
援
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
紛
争
や
災
害
が
頻
発

す
る
世
界
に
お
い
て
「
ど
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
子
ど
も
や
若
者

の
教
育
は
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
企
画

さ
れ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
プ
ラ

ン
・
ユ
ー
ス
の
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん

が
登
壇
。
紛
争
の
影
響
で
、
何
度

も
移
住
と
教
育
の
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
彼
女
は
、
プ
ラ
ン
な
ど

の
支
援
団
体
の
協
力
に
よ
っ
て
復

学
し
、
現
在
は
中
学
生
と
し
て
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
約
1
5
0
名
を
前

に
、
自
身
が
経
験
し
た
困
難
を
語

り
、「
日
本
の
政
府
と
人
々
、
そ
し

て
す
べ
て
の
支
援
者
の
方
々
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
な
た
の
支
援
は
私

を
学
校
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
再

び
夢
を
見
る
機
会
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
の
夢
は
教
師
に
な
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
私
と
同
じ
よ

う
に
不
安
定
な
状
況
に
い
る
女
の

子
た
ち
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

W h a t ' s  n e w ？ ～

事務局ニュース
Vol.22

壇上で堂々とスピーチするファティマさん

過去の視察を振り返りながらの対談

撮影：金井塚 太郎

終始和やかな雰囲気のイベント

A u t u m n  2 0 2 5  N o . 1 3 0



1415 A u t u m n  2 0 2 5  N o . 1 3 0

今後のイベントやキャンペーン等のお知らせ Information ～ インフォメーション

職員出張報告会
■ 日時：10月18日（土）14時半～16時半（受付14時より）
■ 会場：立川市子ども未来センター　201会議室
■ 内容：�プラン職員報告会。国際ガールズ・デーに関する

報告や、ロヒンギャ難民キャンプにおける東京マ
ラソン寄付金の使途の報告など（予定）

■ 参加費：無料
■ 事前申し込み：不要

プラン多摩の会�

チャイルド訪問報告会  
■ 日時�：11月15日 (土) 13時～15時
■ 場所：�ソレイユプラザなごや12F研修室　 

名古屋市中区栄1-23-13
■ 内容：�フィリピンのチャイルドを訪問をした支援者の

方々の報告会とフリーディスカッション
■ 参加費：500円
■ 申し込み：�要　なるべく事前にご連絡ください 

（当日参加ももちろん歓迎）
■ 連絡先：久世 　�plan.nagoya.party@gmail.com 

電話：080-6952-3170

プラン名古屋の会�

プラン群馬の会 

国際交流の集い 出展 
■ 日時：10月12日 (日) 11時～15時  
■ 会場：�ビエント高崎　高崎市問屋町2－7
■ 内容：�世界の人々との交流を通じて国際理解を深めるた

めの「国際交流の集い」にブース出展。水汲み体
験や国旗の缶バッジ作り、プランの活動の告知を
します。

■ 参加費：無料
■ 連絡先：星野　branca.hoshino@gmail.com
※当日ボランティアで参加してくださる方を大募集！
詳細は、上のQRコードから「開催スケジュール」をご確認ください。

　株式会社イトーヨーカ堂は、2025年9
月1日 (月) から3カ 月間、全国のイトー
ヨーカドー・ヨーク店舗で「地域主導型の
小学校給食（カンボジア）」のための募金を
実施しています。プランを通じた海外の
子ども支援は今年で10年目を迎えました。
　カンボジアの農村部では、貧困のため
空腹で授業に集中できず、学校を中途退

学する子どもが多くいます。プランは学
習効率を高めるため、学校に給食を導入
する活動を行っています。集められた募
金は、調理室や菜園の導入校を広げ、給
食が継続されるための支援にあてられま
す。店頭にお立ち寄りの際はぜひご協力
をお願いいたします。またセブンマイル
プログラムWEB募金も行っています。

　プランは、2025年7月30日（水）より、
日本における命と心を守る教育の推進を
目指し、他団体、専門家、企業、行政な
どと連携した「SRHR for JAPAN #一億
人のためのSRHR 」キャンペーンを開始
しました。
　現在の日本では、性や身体、心に関す
る知識や理解が十分に広がっておらず、

性暴力や望まない妊娠、性的同意に対す
る理解不足など深刻な課題があります。
被害を受けた人が声を上げにくい環境
や、互いの違いや選択を尊重する文化の
未成熟さも大きな問題です。
　プランは今後3年8カ月にわたり、次の
ステートメントを掲げ活動します。

確定申告にむけ、
２０２６年1月下旬にお届けします
　皆さまの寄付金は、「所得控除」または

「税額控除」のいずれか有利な方法を選
択し、確定申告することにより、一部税
金の控除を受けることができます。最大
約4割が還付されますので、ぜひこの機
会にご活用ください。

住所や名前が変わっていたら、
早めのご連絡を！
　ウェブサイトの問合せフォームおよび
電 話 (03-5481-6100) に て、ご 変 更 内
容をお知らせください。2025年12月25

日（木）までのご連絡分は、1月下旬発送
の領収証明書に反映させていただきます。

クレジットカード、コンビニ送金の
受領日について、ご留意ください
　領収証明書には、プランの受領日が1
月1日から12月31日までのご寄付を記
載いたします。クレジットカード、コン
ビニ決済/振込によるご寄付の受領日は、
決済日/振込日ではなくカード会社・決
済代行会社からプランに入金された日付
となります。このため、11月下旬以降の
クレジットカード、コンビニでのご寄付
は、2025年の領収証明書に含まれずに
翌年2026年の領収証明書に含まれるこ
とがあります。

イトーヨーカドー・ヨーク全店での募金10年目

SRHR for JAPAN #一億人のためのSRHRキャンペーン開始のお知らせ

領収証明書をお送りします

問合せフォームは
こちら

店内ポスター

ハガキにてお届け。申告時まで大切に
保管してください (画像はイメージ)※プラン・インターナショナルへのご寄付は、年

末調整で寄付金控除を受けることができません。
2026年2月16日（月）から開始される確定申告
でお手続きください。

※本事業は、シャネル財団の助成を受けて実施されます。

詳細はこちら

　2025年7月より、新たな広告キャン
ペーンをスタートしています。こちらの
ポスターの掲示や、プランの活動を紹介
するチラシ等を設置いただける企業、学
校、団体を募集しています。 
　到着希望日の2週間前までにご希望の
種類と枚数、送付先（住所、電話番号、
担当者名）をメールでご連絡ください。 

Mail: library@plan-international.jp 
　種類や詳細は、QRコードよりウェブ
サイトをご覧ください。

プランを「広める活動」にご協力お願いします 

ポスター

外国料理教室 
■ 日時�：�11月9日（日）　※予定
■ 会場：�生駒市たけまるホール 調理室　 

生駒市北新町9番28号
■ 内容：�フィリピン料理をみんなで作りながら、支援者

同士の交流を深めましょう（予定）
■ 参加費：未定
■ 事前申し込み：要
■ 連絡先：冨山　j-tomy@kcn.ne.jp

プラン・奈良の会�

※詳細は、左のQRコードから「開催スケジュール」をご確認ください。

北海道国際協力フェスタ　ブース出展   
■ 日時�：12月6日（土）10時〜16時 （予定）
■ 場所：�北海道クリスチャンセンター　札幌市北区北7条

西6丁目（北向き）
■ 内容：�毎年恒例のイベントが今年は会場をかえて開催

されます。ブース出展のほか、今年も実行委員
として全体の企画・運営に携わります。

■ 参加費：無料
■ 連絡先：松澤　namaskar@jcom.home.ne.jp

PLANサポーターズ（札幌）

※ブース運営やイベント広報など様々なボランティアを募集中。お
問合せはお気軽に。

プラン支援者の会から
イベント開催のお知らせ

あなたも
参加しませんか？

�ウェブサイト �フェイスブック　
上記アイコンのある会については、下のQRコードをご確認ください。

■ 支援者の会に関するお問い合わせ先：
プラン・インターナショナル支援者の会担当 
Mail: P-kai@plan-international.jp 

プラン支援者の会については
こちら

未来が選べる。
その“あたりまえ”をすべての人に。
たとえば、いつ・どこで・誰を好きになるか。
どんな働き方をしたいか、どんな家族や関係を築きたいか、
そして、どんなふうに生きていきたいか――。

自分の心や身体、大切な人との関係、
そして一人ひとりの権利について学び、語り合い、
互いの違いや選択を尊重し合うこと。
すべての人が自分の人生を自分で選び取れる
社会をめざします。

ウェブサイトは
こちら
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各国でのプランの活動や子どもたちの様子、
事務局の日々のあれこれを発信中！

プランのSNSをフォローしてください

※「国際NGOプラン・インターナショナル」
で検索してください。

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22 サンタワーズセンタービル10F
 TEL：03-5481- 6100　FAX：03-5481- 6200
 www.plan-international.jp

※ご連絡はウェブサイトの「お問い合わせ」フォームよりお願いいたします。発行：2025 年 9 月

2025年8月、ナイジェリアから来日したファティマさ
んは、日本のプラン・ユースなど約15名と交流しま
した。ユースが事前に作成したクイズでお互いの国
を学んだり、ナイジェリアの学校についてファティマ
さんに質問するなどしました。TICADでは緊張した様
子のファティマさんでしたが、ユースとの交流に笑顔
がこぼれました。最後は、全員で折り鶴を折ってファ
ティマさんにプレゼントしました。

支援って「希望」だと思う

性差別なく、健やかに、本人の意思
で、成長する力を信じています。
少しでも応援できますように。

� （ニックネーム　はな）

表紙写真ストーリー

プラン・ニュース130号
アンケート

子どもたちにとって、どんな未来が実現できたら理想でしょうか。
ぜひ、「プランのひろば」でシェアしてください。
あなたの投稿が支援の輪をさらに広げ、子どもたちの未来を明るくする力になります。

あなたが描く未来プラン「世界の子どもたちが○○できる未来」
現在募集中のテーマ

プラン・インターナショナルのウェブサイトには、支援者の方が「ひとこと」を投稿できるページがあります。
「プランのひろば」は、支援者の皆さんが投稿・共有できるコミュニティです。

あなたの思いが、多くの人に響き、共感を広げていきます。
ほかの支援者の方が、どんな気持ちを投稿していらっしゃるか、ちょっとのぞいてみませんか？

前回のテーマは、［支援って「○○」だと思う］でした。投稿の一部をご紹介します。

「プランのひろば」をご存じですか？

投稿はこちら

支援って「変革」だと思う
自分が支援することで、困っている
人の人生を変えることができるか

ら！人の人生、将来を変えるってす
ごいことだと思います。

�
（ニックネーム　ゆきな）

支援って「生き
がい」だと思う

人生生きていれば色々なことがある

けれど、どんな状態で
あっても自分

は誰かのために
なっているとい

う貢

献感を持てることは、自分にとって

とても大きなことだから。

� （ニックネーム　みゆん）

あなたのひとこと、
お待ちしています！

募集中
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